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２４会議録１８号 

 

平成２４年第１６回教育委員会定例会 

 

開会年月日     平成２４年８月２７日（月） 

場   所     教育委員会室 

 

出 席 者     教育委員会 委員長 外 松 和 子 

            同   委 員 内 藤 幸 子 

            同   委 員 安 藤 睦 美 

            同   教育長 河 口   浩 

 

議 題 

 １ 陳情 

  (1) 平成１９年陳情第４号 「八の釜の湧き水」と憩いの森の消失に関する陳情について 

〔継続審議〕 

  (2) 平成２３年陳情第４号  災害時と放射能対策に関する陳情書〔継続審議〕 

  (3) 平成２３年陳情第１９号 都市計画道路に伴い大泉第二中学校が直面している問題に関する

陳情書〔継続審議〕 

  (4) 平成２３年陳情第２０号 子ども達を放射能汚染、特に内部被曝から守るための陳情書 

〔継続審議〕 

 

 ２ 報告 

  (1) 教育長報告 

   ① 平成２４年度 練馬区文化財の指定・登録に係る諮問について 

   ② 練馬区立学校（園）一斉防災訓練の実施報告について 

   ③ 平成２４年第三回練馬区議会定例会へのこども家庭部関連議案の提出依頼について 

   ④ 私立認可保育所の新規開設について 

   ⑤ その他 

     ⅰ 練馬区教育委員会後援名義等使用承認事業について 

     ⅱ その他 

 

開  会     午前  １０時００分 

閉  会     午前  １０時４０分 

 

会議に出席した者の職・氏名 

 

   教育振興部長                 阿 形 繁 穗 

   こども家庭部長                郡   榮 作 

   教育振興部教育総務課長            岩 田 高 幸 
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     同  教育企画課長            羽 生 慶一郎 

     同  学務課長              古 橋 千重子 

     同  施設給食課長            山 根 由美子 

     同  教育指導課長            吉 村   潔 

     同  総合教育センター所長        伊 藤 安 人 

     同  光が丘図書館長           内 野 ひろみ 

   こども家庭部参事 子育て支援課長事務取扱 

    練馬子ども家庭支援センター所長事務取扱   木 村 勝 巳 

   こども家庭部 保育課長            内 木   宏 

     同  保育計画調整課長          杉 本 圭 司 

     同  青少年課長             浅 井 葉 子 

   地域文化部 文化・生涯学習課長        小金井   靖 

 

傍聴者 １名 

 

   委員長 

 ただいまから、平成２４年第１６回教育委員会定例会を開会する。 

 天沼委員であるが、本日、所用により欠席の届けが出ている。どうぞよろしくお願い

する。 

 では、案件に沿って進めさせていただく。 

 本日の案件は、陳情４件、教育長報告５件である。 

 

  (1) 平成１９年陳情第４号 「八の釜の湧き水」と憩いの森の消失に関する陳情について 

〔継続審議〕 

  (2) 平成２３年陳情第４号  災害時と放射能対策に関する陳情書〔継続審議〕 

  (3) 平成２３年陳情第１９号 都市計画道路に伴い大泉第二中学校が直面している問題に関する

陳情書〔継続審議〕 

  (4) 平成２３年陳情第２０号 子ども達を放射能汚染、特に内部被曝から守るための陳情書 

〔継続審議〕 

 

   委員長 

 初めに、陳情案件である。 

 現在、継続審議中の陳情４件であるが、事務局より新たに報告される事項、また大き

な状況の変化はないと聞いている。 

 したがって、本日はすべて継続としたいと思うが、よいか。 

 

   委員一同 

 よい。 

 

   委員長 
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 それでは、「継続」とする。 

 

  (1) 教育長報告 

   ① 平成２４年度 練馬区文化財の指定・登録に係る諮問について 

   ② 練馬区立学校（園）一斉防災訓練の実施報告について 

   ③ 平成２４年第三回練馬区議会定例会へのこども家庭部関連議案の提出依頼について 

   ④ 私立認可保育所の新規開設について 

   ⑤ その他 

     ⅰ 練馬区教育委員会後援名義等使用承認事業について 

     ⅱ その他 

 

   委員長 

 次に、教育長報告である。 

 

   教育長 

 本日は、５件報告する。 

 

   委員長 

 それでは、報告の１番である。今年度より区長部局に補助執行でお願いしている文化

財の案件となる。所管課長である文化・生涯学習課長、小金井課長にご出席をお願いし

ているので、説明をお願いする。 

 

   文化・生涯学習課長 

              資料に基づき説明 

 

   委員長 

 ありがとう。なかなか貴重な文化財のことであった。各委員のご意見、ご質問をお伺

いする。 

 

   内藤委員 

 練馬の歴史を知る上で大変貴重なものが登録とか指定されたこと、とてもよいことだ

なと思う。しっかりと今後も保存されていくことになるだろうなと思う。昨年度、新た

に調査、発見されたということだったので、今後もそういった貴重なものを一層発掘、

発見していただけるとありがたいなと思う。よろしくお願いする。 

 

   教育長 

 総合調査は去年だけだったか。単年度だったか。 

 

   文化・生涯学習課長 

 昨年度単年度で総合調査という形で実施をさせていただいている。中身については、
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約５００件のものを調査させていただいた。主にお寺と神社、そこの文化財ということ

である。ちなみに、その前に昭和５０年代の終わりに総合調査ということで実施した。

これについては約２５０件ということなので、新たに３００件程度の文化財を発見、発

掘あるいは再調査ということでさせていただいたという内容である。 

 以上である。 

 

   教育長 

 その調査で、今後も登録文化財になりそうなものは出てくるのか。 

 

   文化・生涯学習課長 

 今年度は、先ほど申したとおり、６件のうちの４件がその調査で発見されたものとい

うことである。順次、台帳等の整理を終えて、文化財の、先ほど内藤委員からもご意見

いただいたけれども、文化財の保存状況とか、あるいは練馬の歴史を知る上で価値があ

るもの、そういったものを抽出して、順次、毎年度、登録等により保護を進めていきた

いと考えている。 

 以上である。 

 

   委員長 

 ありがとう。練馬区民の方たちも地域の歴史を知るというのは、皆さん求めていたり、

またそれを知ることで郷土に対する認識とか郷土愛とかが深まったりする、そういう文

化財であるので、今後ともどうぞよろしくお願いする。 

 それでは、報告の２番についてお願いする。その前に、大変失礼した。退席なさるか。

どうもありがとう。 

 では、報告の２番についてお願いする。 

 

   教育総務課長 

               資料に基づき説明 

 

   委員長 

 ありがとう。それでは、各委員のご意見、ご質問をお聞きする。 

 

   内藤委員 

 練馬区で、かつて９月１日防災の日に小学校も中学校も避難訓練や防災訓練という形

で行われている時期があったかと思う。そのとき、９月という暑い時期だったので、子

供たちが防災頭巾をかぶったり、保護者が、小学校の場合が引き取りだったが、行列を

つくって待つというのもとても大変だったなという記憶が今あるんだが、今回、６月１

５日実施ということだったので、そういったことはなかったのでよかったのではないか

と、時期的なものは感じている。 

 時間的なものが問題があったということなので、今後、検討されるかと思う。来年度

以降も継続されるということなので、より中身を充実させていただけるとありがたいな
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と思う。 

 １つ質問なんだが、モデル校による避難者対応訓練、これは具体的にはどんな形で、

どのような状況で行われていたのか。 

 

   教育指導課長 

 今回、避難所の避難拠点の開設ということで、これはすべての学校が避難所の開設と

いうことにおいては体育館等の安全の確認をして、そこに看板を設置するというところ

までは全校やっているんだが、モデル校は、そこから先、実際にそこに地域の方がいら

っしゃるわけなので、そこまでを訓練としてやったわけだが、特に中学校においては、

この看板の設置だけではなくて、避難してきた方の誘導、そういったこととか、避難し

てきた方に受付票を用意して、そこに名前を書いていただくとか、そういった作業を避

難モデル校ではやっている。 

 特にそのモデル校の中でも、例えば光が丘二中などは、それを中学生がやるというこ

とで、今回実施してみて、中学生でも受付の設定をやるとか誘導だとか、そういったこ

とは十分できるということで、中学生のこういった大きな貢献というのが非常に期待さ

れているわけだが、そういう意味で、非常に今後、ほんとうにこういった形であったと

きには、中学生を十分に活用できるということがモデル校からは報告されているという

ことである。 

 以上である。 

 

   委員長 

 ありがとう。 

 

   内藤委員 

 そうすると、これは学校がやったことで、役所の方々が参加されたという形ではない

ということか。 

 

   教育総務課長 

 今回、モデル校のところについては、防災課とも連携して、このモデル校については、

地域の方、あとは避難拠点要員、区の要員も一緒にやるということで行ったところであ

る。避難拠点での参集の訓練を含めて、このモデル校でやったというものである。 

 

   内藤委員 

 中学生が活動できるということはマスコミ等でも、高校生は地元にいないことが多い

ので、中学生が活用できる力になるのではないかということがよく言われていたが、現

実に光二中でそのような活動が見られたというのはとてもよかったと思う。 

 あと、９月１５日にある学校では防災訓練、地域合同防災訓練というのか、そのよう

なものが行われるということだが、それとの関連というか、そちらは今どういうことな

のか。何校ぐらいがそういったことを計画されているのか、わかれば教えていただきた

い。 
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   教育総務課長 

 各学校でそれぞれ訓練をしている。地域の方と一緒にやるということで、それぞれの

学校の実情に応じた形でやる場合がある。全体のものは、申しわけない、現在把握して

いないが、学校によっては、そういった取り組みをしているところがあるので、その関

連での訓練や取り組みは把握していない。 

 

   内藤委員 

 ありがとう。 

 

   安藤委員 

 質問が１つあるが、各園、各校の報告状況確認とあるが、この方法はどのような方法

でなさったのか。 

 

   教育総務課長 

 今回の訓練では、通信手段は確保できているといった前提で行った。というのは、３

月１１日のときに、各校から被害状況が挙がってきたが、そのあたりの報告先がまちま

ちだったということで、かなりこちらでも集約するのが課題があったということがあっ

たので、今回、各校から電話と防災無線、それからあとはファクス、これによって、そ

れぞれこの学校はファクスで、どの学校は電話でということを指定させていただいて報

告を受けたところである。 

 報告先は、教育振興部の中のそれぞれの課に報告してくださいとお願いをし、それか

ら、この学校はこういった報告があったということを本部に集約するといった訓練をし

たところである。 

 

   安藤委員 

 ありがとう。私もある小学校でひろばのスタッフとして参加していたんだが、訓練だ

から、ほとんどの子供たちは落ちついてきちっとした行動がとれて、ふだんからやって

いる様子が見て取れてよかったなと思ったんだが、一部の子だが、パニックになって、

ほんとうに大変だった場合もあるので、実際に地震があったら、ふだんは大丈夫でも、

大きな地震があったらパニックを起こしてしまう子供がいるのかなというのは心配には

なった。だからといって、そこだけに手を加えるということはできないんだと思うんだ

が、外からの避難拠点の方々からの助けや日ごろの訓練が大事なんだなと思った。感想

である。 

 

   委員長 

 成果のところで先ほど報告いただいたように、中学生が実際にいろいろと貢献したと

いうことがあって、中学生自身も、あの震災から自分たちが何ができるかということも

きっと学びとっている、そういう筋もあったのかなと受けとめた。今回のモデル校の実

施による中学生で何ができるかということが、きっとまた来年度にはいろいろな区全体
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の学校で生かされていくんだなと心強く思っておる。 

 また、一斉で行ったから、ほんとうに地域の方、各関係者の方、事前の準備が非常に

大変だったのではないかなと思う。話し合いも何度も何度も重ねて、この日を迎えたの

であろうと思う。今回、今後の課題も大変明確になってきているので、また来年度はさ

らに充実した一斉訓練ができるのかなと思う。ほんとうに関係の皆様、ご苦労だった。 

 先ほど内藤委員も発言されていたが、これとはほかに自分の地域でもそのような案内

のチラシを見たんだが、やはり９月、私の地域の場合は９月１日というものが配られて

いたが、９月の関東大震災にちなんで、今までずっと実施していた地域丸ごとの訓練、

そのほうが実際には行われているところがかなり多いのかなと思うので、行く行くは、

そうすぐではないでしょうが、従来のものと今回の３.１１を受けて行う、そういう一斉

の防災、避難訓練とその辺が区としてもどういうふうに最後まとめていくのかとか、従

来どおり、これから先も二本立てでやっていくのかとか、その辺は少し検討課題になる

のかなと、そんなふうに感じておる。またご検討、よろしくお願いする。 

 では、続いて報告の３番に参る。 

 

   子育て支援課長 

               資料に基づき説明 

 

   委員長 

 ありがとう。それでは、各委員のご意見、ご質問をお伺いする。よろしいか。法の規

定が条ずれしたためということであるので。では、よろしくお願いする。 

 それでは、報告の４番に参る。お願いする。 

 

   保育課長 

               資料に基づき説明 

 

   委員長 

 ありがとう。それでは、各委員のご意見、ご質問をお聞きする。 

 お伺いしてよろしいか。７番の保育サービスの（１）の産休明け保育だが、この産休

明けのスタートの時期というのは、いつぐらいからここは預かるのか。 

 

   保育課長 

 産後５７日ということで。 

 

   委員長 

 現実には、もうちょっとたってから預ける方が多いだろうが、そういうときから可能

ということなのか。 

 

   保育課長 

 そうである。 
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   委員長 

 わかった。 

 あと、５番の児童定員と内訳がいろいろあるが、現在の施設でも、こちらの保育施設

は０歳児から預かっている施設なのか。 

 

   保育課長 

 現在も０歳から５歳児までおのおの、現在４０人だが、この内数でもって預かってい

て、ちなみに０歳児は定員６人のところ、今現在、保育室で６人お預かりしている状況

である。 

 

   委員長 

 それだと、産休明けは預かる場所が非常に限られてしまうので、こちらは産休明けが

受け付けられるということで、なかなかいいかなと思う。ありがとう。 

 それでは、報告の５番に参りたいと思う。その他、ご報告はあるか。 

 

   教育総務課長 

 １つは、教育委員会の後援名義の承認事業、資料５である。８月実施事業追加分と９

月の実施事業ということで１０件ある。内容については、お目通しいただければと思う。 

 以上である。 

 

   委員長 

 よろしくお願いする。 

 その他、まだ報告はあるか。 

 

   青少年課長 

 第３１回練馬児童劇団発会の開催について、口頭でご説明申し上げる。 

 お手元にチラシをお配りさせていただいた。日時であるが、９月２２日、２時と６時

の開演である。会場は、練馬文化センター小ホール。３７名の練馬児童劇団員が「赤毛

のアン」を上演する。ご紹介申し上げるので、ご来場賜れれば幸いである。よろしくお

願いする。 

 以上である。 

 

   委員長 

 ありがとう。そのほか報告はあるか。 

 では、以上で第１６回教育委員会定例会を終了する。 

 


